
 

 

 

 

 

 皆さまはじめまして。  

 2012 年５月 25 日に環境アセスメント士会が産声をあげました。 

 定期的に皆様へ活動をお知らせする環境アセスメント会通信を創りました。 

 今回は創刊号ということで、私たち環境アセスメント士会の紹介をさせていただきます。 

＜環境アセスメント士会とは？＞ 

環境アセスメント士会は個人を基盤として設立された団体で、環境アセスメント士の交流・連

携による相互研鑽を行い、環境アセスメント士の技術・技能の向上を図るとともに、環境アセス

メント実務の適切かつ円滑な実施を推進することにより、環境アセスメントの信頼性を向上させ、

もって地球環境の保全と持続可能な社会の構築に貢献することを目的として活動する会です。 

 

＜環境アセスメント士会の活動＞ 

（1）環境アセスメント士の交流連携及び情報交換 

（2）環境アセスメントに係る技術の研鑽・人材育成 

（3）環境アセスメントに係る社会貢献活動の支援 

（4）その他本会の目的を達成するために必要な活動 

 

＜体制＞ ごあいさつ 

 

会 長 和田 仁志 このたび、環境アセスメント士会の会長となり

ました和田仁志と申します。 

2012 年５月 25 日 18 時より、日本環境アセ

スメント協会会議室で設立総会が開催され、環

境アセスメント士会(以下､EA 会)が設立されま

した。 

副 会 長 黒埼 靖介 

事務局長 加藤 辰彦 

運営委員 池田 英治 

 上原  励 

 大野  直 

 押尾 圭美 この結果運営委員 14 名が選出され､運営委員互選により、会長を初

めとする体制となりました。 

EA 会の目的は上記のとおりですが、このような集まりを起点に、

知を広げるチャンス、未来を考えるチャンス、新しい仕事を生み出す

チャンスが広がります。自由な発想をもちよって、時問をシェアしあ

って、連携してやっていきたいと思っております。 

EA 会は個人を基盤として設立された団体で、情報交換、連携強化､

社会への働きかけ･アピールを目的としてこれから活動していきま

す。 

｢個人のボランタリー集まり｣という特性を活かして、アットホーム

に､先ずは｢アセス士同士が仲良くなること｣を第 1 の目的に掲げたい

と思います。皆さまのご支援を節にお願い申し上げるとともに、参加

をお待ちしております。 

 工藤 俊哉 

 小高 応理 

 眞田 純子 

 杉山 貞二 

 西 麻記子 

 伴   武彦 

 逸見 一郎 

監 事 大森 彰夫 

 中林  純 

＜入会者数：47 名＞ 

(平成24年７月13日時点) 

環境アセスメント士会通信 

平成 24 年７月 

創刊号 



 

 

＜事業内容＞ 

主な事業内容と今年度の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜環境アセスメント士会の情報について＞ 

定期的なお知らせは日本環境アセスメント協会ホームページにて公開しています。 

皆の意見交換、情報交換は Facebook で行っています。 

（ホームページ） （Facebook） 

http://www.jeas.org/modules/contents17/ http://www.facebook.com/groups/301840033234795 

  

会員資格は、環境アセスメント士の方(正会員)、本会の活動を賛助する個人・環境アセスメン

ト士を志す方(賛助会員)です。 

年会費は、2,000 円です。 

随時皆さまのご入会を募集しております。 

詳しくは、上記ホームページをご覧ください。 

 

【連絡先】 
環境アセスメント士会 
〒102-0092 

 東京都千代田区隼町 2番 13号 
      US半蔵門ビル 7F 
TEL 03-6268-9494 
FAX 03-3230-3876 
E-mail: pea@jeas.org 

＜あとがき＞ 

 今回は創刊号ということで、環境アセスメント士会とは何？をお知ら

せしました。 

 今後は定期的に紹介やイベント等を行っていきたいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。    環境アセスメント士会 広報チーム 

 

環境アセスメント士会 

 
企画 

 
広報 

 
イベント 

 
総務 

情報共有ツール整備、情報発信 
社会への情報発信、EA 会のコ
ミュニケーションの場を構築。
タイムリーな情報発信 

 

活動の基盤整備の構築 
EA 会の円滑な運営開始に努め
る。会員数増大化に取り組む。 

講演会、見学会、意見交換会等
の企画・運営 
意見交換会として｢(仮称)環境ア
セス士としてのあり方｣を開催 

 

総合企画、対外活動企画 
今後の活動方針の検討、アセス士
資格に関する対外活動の展開 


